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Web アプリケーション・ネットワークセキュリティー診断サービス 
導入のお知らせ 

 

株式会社ニーズウェル（本社：東京都新宿区、代表取締役社長 船津浩三）は、当社がご提供する Web

アプリケーションやネットワーク構築の工程に、三菱電機インフォメーションネットワーク株式会社（本

社：東京都港区、取締役社長 堀口 彰、以下：MIND）の Web アプリケーション・ネットワークセキュリ

ティー診断サービスを導入することといたしました。これにより、より安全で高品質なシステムをお客様

へご提供してまいります。 

 

１. サービス 

Webアプリケーションセキュリティー診断サービス 

ネットワークセキュリティー診断サービス 

 

２. 目的 

当社の品質向上取り組みの一環として当サービスを活用し、更なる品質向上を目指します。 

本サービスは Webアプリケーション開発および IT基盤構築サービスにおいて、第三者の診断を

提供することにより、お客様のセキュリティーに関する課題を合わせて解決し、事故を未然に防ぐ

ことを可能とします。MIND社とは本サービスの販売協力契約を締結し、お客様のご要望に応じて当

社の成果物以外にも本サービスをご利用いただける体制としております。 

 

３．サービス概要 

   システムにおける各サーバやネットワーク機器および Webアプリケーションのセキュリティー上

における脆弱性をチェックする事により、システムのセキュリティー状態を評価します。 

 

（１） Webアプリケーションセキュリティー診断サービス 

クロスサイトスクリプティングや SQLインジェクションに代表される Webアプリケーションの 

構造上における脆弱性を診断、発見した問題点に対する報告・対策案を提供します。 
 

① Webアプリケーションのつくりに応じた診断 

② 手動によるプロフェッショナル診断 

③ OWASP TOP 10 2017 対応 

 

（２） ネットワークセキュリティー診断サービス 

サーバやネットワーク機器等の ICT インフラに対し、OS やミドルウェアの設定、バージョン・ 

セキュリティーパッチの適用状況等を診断、発見した問題点に対する報告・対策案を提供しま

す。 
 

① リモート診断 

② オンサイト診断 

 

４．サービス開始時期 平成 30年５月 1日（火） 

 

５．この件に関するお問い合わせ 

TEL：03-5360-3671 FAX：03-5360-1658 

【製品・サービスについて】営業部  E-mail：service@needswell.com 

【ニュースリリースについて】総務部 IR 担当 E-mail：ir-contact@needswell.com 
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Web アプリケーションセキュリティー診断サービス 

 

 クロスサイトスクリプティングや SQLインジェクションに代表される Web アプリケーションの構築上に

おける脆弱性を診断し、発見した問題点に対する報告・対策案を提供します。 

 

 

 

ビジネスへのメリット 

重要情報の安全を確認 

Webアプリケーションが保持している個人情報や会社情報などの重要な情報が、安全な状態であるかを確認

することができます。 

 

開発時のリリース判定としての診断 

システムリリース前にセキュリティー診断を行うことで、脆弱性有無のチェックと事前に対策を検討する

ことができ、被害を未然に防ぐことが可能になります。 

 

企業イメージの向上 

セキュリティー診断を実施していることを公表することで、個人情報等に対する情報セキュリティーへの

意識の高さを PRすることができます。 

 

 

 

 

 

 



ネットワークセキュリティー診断サービス 

 

 サーバやネットワーク機器等の ICTインフラに対し、OSや、ミドルウェアの設定・バージョン・セキュ

リティーパッチの適用状況などを診断し、発見した問題点について対策案を含めご報告するサービスです。 

 

 

 

ビジネスへのメリット 

セキュリティー状態の見える化 

セキュリティー診断を実施することで、現状の ICT インフラにおけるセキュリティー状態を把握すること

ができ、事故を未然に防ぐことが可能になります。 

 

第三者視点での客観的な評価 

システム開発ベンダーとは異なる第三者として診断を行うため、セキュリティー状態の客観的な評価とし

てご利用いただけます。 

 

セキュリティー状態の維持 

セキュリティー診断を定期的に実施することで、お客様ポリシーにマッチしたセキュリティー状態を継続

して保つことが可能になります。 

以上 


